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こ
こ1

0

年
で
、「
歯
周
病
の
予
防
や
治
療
に
科
学
的
根
拠
を
も
っ
て
行
う
こ
と
と
、
歯

周
病
が
全
身
へ
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
も
つ
か
、
例
え
ば
動
脈
硬
化
・
心
臓
病
、
骨
粗
鬆

症
、
肺
炎
、
喫
煙
、
糖
尿
病
、
肥
満
・ 

高
脂
血
症
、
低
体
重
児
・
早
産
な
ど
と
の
関
連
、

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
全
身
疾
患
が
歯
周
病
に
ど
の
よ
う
な 

影
響
を
与
え
て
い
る
か
を

研
究
す
る
分
野
」
と
す
る
「
歯
周
医
学
」
と
い
う
研
究
分
野
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
分
野
に
至
る
ま
で
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
、
数
回
に
分
け
て
お
話
し
し
ま
す
。 

M
icrosco

pe

」は
、1590

年
オ
ラ
ン

ダ
の
ミ
テ
ル
ブ
ル
フ
の
眼
鏡
製
造
者
の

「
ハ
ン
ス
・
ヤ
ン
セ
ン 

H
ans 

Jansen

」
、

「
サ
ハ
リ
ス
・
ヤ
ン
セ
ン 

Sacharias 

Janssen

」
に
よ
っ
て
そ
の
原
型
が
発
明

さ
れ
ま
し
た
が
、
長
い
こ
と
医
療
分
野

で
の
応
用
が
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
細
胞
の
構
造
の
詳
細
を

観
察
す
る
こ
と
に
初
め
て
応
用
し
た

の
は
、
イ
タ
リ
ア
の
天
文
学
者
で
あ
る

「
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
テ
ィ
ス
タ
・
オ
デ
ィ
エ

ル
ナ 

G
iovanni B

attista H
odierna

（
、1597

-
1660

）
」
で
、1644

年
に
顕

微
鏡
に
よ
る
観
測
結
果
を
ま
と
め

た 

「L
'ochio 

della 
m

osca

（
ハ
エ
の

眼
）」を
著
し
て
い
ま
す
。
医
学
の
分
野

へ
の
本
格
的
な
導
入
が
行
わ
れ
た
の

は
、
イ
タ
リ
ア
の
生
理
学
者
で
あ
り
、 

歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
  

歯
科
と
の
関
連 

 

口
腔
の
疾
患
、
特
に「
歯
周
病
（
し
し

ゅ
う
び
ょ
う
）perio

d
o
n
tal 

d
isease

」

と
、「
全
身
性
疾
患
（
ぜ
ん
し
ん
せ
い
し

っ
か
ん
）system

ic 
d
isease

」
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
、
人
類
の
歴
史
で
現
在
に
至

る
ま
で
、
科
学
の
進
歩
と
と
も
に
様
々

な
変
遷
を
経
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

一
度
口
腔
の
疾
患
が
い
か
に
ア
テ
ロ
ー

ム
血
栓
性
脳
梗
塞
と
関
連
が
あ
る
か

を
見
直
す
た
め
に
、
時
系
に
即
し
て
そ

の
変
遷
に
つ
い
て
み
て
見
よ
う
と
思
い

ま
す
。 

 

◆ 

経
験
医
療
時
代 

中
期
王
朝
エ
ジ
プ
ト
（BC

2
1
00

年
）

の
パ
ピ
ル
ス
に
歯
痛
と
婦
人
科
疾
患
と

の
関
連
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
“
医
学

の
父
”
と
し
て
知
ら
れ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

（BC
4
0
0

年
）は
、
関
節
痛
を
訴
え
る 

と
歯
科
治
療
⑧ 

リ
ウ
マ
チ
関
節
炎
の
患
者
を
、
状
態
の

悪
い
歯
を
抜
歯
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
痛

み
を
寛
解
さ
せ
た
２
症
例
に
つ
い
て
報

告
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
時
代
が
下

り
、18

1
8

年
に
“
ア
メ
リ
カ
の
建
国
の

父
”
と
呼
ば
れ
、
医
師
で
も
あ
る「
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
・
ラ
ッ
シ
ュ B

enjam
in 

R
ush

（17
4
5-

1813

）
」
は
」
が
、
薬
剤
の
奏
功

し
な
い
疼
痛
を
訴
え
る
リ
ウ
マ
チ
の
長

期
経
過
例
に
、
炎
症
の
原
因
と
診
断

し
た
歯
を
抜
歯
す
る
こ
と
に
よ
り
、
痛

み
が
寛
解
し
た
と
の
報
告
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
点
で
は
、
現
在
で
い
う
と

こ
ろ
の
科
学
的
根
拠
と
呼
べ
る
も
の
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

◆ 

顕
微
鏡
の
発
明
以
降 

現
在
の「
組
織
学
（
そ
し
き
が
く
）

h
isto

lo
gy

」
や
「
病
理
学
（
び
ょ
う
り
が

く
）pathology

」
に
お
い
て
必
要
不
可

欠
な
、「
顕
微
鏡
（け
ん
び
き
ょ
う
） 

 

解
剖
学
者
、「
顕
微
鏡
解
剖
学
（
け
ん
び

き
ょ
う
か
い
ぼ
う
が
く
） M

icroscopic 

A
natom

y and C
ell B

iology

」の
創
始
者

で
あ
り
、
最
初
の「
組
織
学
者
（
そ
し
き
が

く
し
ゃ
） histologist

」
で
あ
る「
マ
ル
チ
ェ

ロ
・
マ
ル
ピ
ー
ギ

M
arcello 

M
alpighi,

（1628 – 1694

）
」
で
す
。
彼
は
蛙
の
肺
の

毛
細
血
管
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
、「
動

脈
路
端
末
（
ど
う
み
ゃ
く
ろ
た
ん
ま
つ
）
」

と「
静
脈
路
端
末
（
じ
ょ
う
み
ゃ
く
ろ
た
ん

ま
つ
）
」
を
つ
な
ぐ
経
路
を
発
見
し
て
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
解
剖
学
者
で
あ
る
、「
ウ
イ

リ
ア
ム
・
ハ
ー
ベ
ー 

W
illiam

 
H

arvey

（1578-1657

）
」
が
唱
え
て
い
た「
血
液
循

環
説
（
け
つ
え
き
じ
ゅ
ん
か
ん
せ
つ
）

theory 
of 

the 
circulation 

of 
the 

blood

」
に
実
験
的
確
証
を
も
た
ら
し
ま
し

た
（次
頁
上
図
参
照
）
。 

 

 

 

 ラッシュは、医者で著作家、教育者であり人道主義者

で、シルベニア州の出身で、「アメリカ合衆国建国の父

（アメリカ合衆国独立宣言 

またはアメリカ合衆国憲法 

に署名した政治的指導者、 

あるいは愛国者達の指導 

者としてアメリカ独立戦争 

に関わった者達）」の一人 

です。私立の教養大学で 

あるカーライルのディッキン 

ソン大学を設立しました。 

 

 

                    医師としてのラッシュは、 

                  「アメリカ精神科療法の父」 

とされて、アメリカでは最初 

のこの分野の教科書「心の 

病に関する医学的問診と観 

察」を 1812 年に出版しまし 

た。 

  リウマチに関しては、 

1818 年に出版された書籍の 

中でリウマチ患者に対して 

病原となる歯を抜歯して奏 

功したことの報告の記載が 

あります。 

 

 

 

 

 

【アメリカ独立宣言書】 

赤線部にラッシュの署名があります 

 

Benjamin Rush 

(1745-1813) 

 

ベンジャミン・ラッシュ 

 

 



 

物
を
と
っ
て
顕
微
鏡
で
覗
き
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
印
象
に
つ
い
て「
そ
の
時
、

私
は
い
つ
も
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
と
て
も
小
さ

な
生
き
た
動
物
（anim

alcules

）
が
た

く
さ
ん
い
て
、
と
て
も
き
れ
い
に
動
い

て
い
ま
し
た
。
」
と
、
彼
は
ロ
ン
ド
ン
王

立
協
会
に
報
告
し
て
い
ま
す
。
他
に
も

２
人
の
女
性
（
妻
と
娘
と
思
わ
れ
る
）

と
、
生
ま
れ
て
か
ら
一
度
も
歯
を
磨
い

た
こ
と
が
な
い
２
人
の
年
配
の
男
性 

 

《
引
用
文
献
》 

（1）
歯
周
病
と
生
活
習
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病
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関
係 

80
20

推
進
財
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ホ
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ム
ペ
ー
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（2）
塚
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ホ
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ム
ペ
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T
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ce
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M
o
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fo
m

e
ation
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A
n
ton

y 
van

  

L
e
eu

w
enh

oe
k 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（8）J
M

M
A

 

日
本
顕
微
鏡
工
業
会 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（9）
細
胞
の
発
見 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（10）n
atio

n
al ge

o
graph

ic
 ne

w
s 

“
微
生
物
の
父
“
れ
ー
ふ
ぇ
ん

フ
ッ
ク
は
何
を
見
た
の
か 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

  

Marcello Malpighi, 

（1628 – 1694） 

遺稿集 

「Opera posthuman」 

 

マルチェロ・マルピーギ 

 

  

 

Antonie van Leeuwenhoek 

(1632-1723) 

Johannes Vermeer 画 

レーウェンフックの顕微鏡 
自分の歯垢内の細菌の 

スケッチ 

か
ら
歯
垢
を
こ
す
り
と
っ
て
観
察
し
た
も
の
を

絵
に
描
い
て
残
し
て
い
ま
す
。
彼
は
口
腔
内
の
細

菌
を「
微
小
動
物 

ア
ニ
マ
ル
ク
ル「anim

alcules

」

と
名
付
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水
中
の
微
生
物

や
バ
ク
テ
リ
ア
、
赤
血
球
（1674

年 

レ
ー
ウ
ェ
ン

フ
ッ
ク
）
、
犬
の
精
子
（1677

年
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ

ク
） 

、
酵
母
（1680

年
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
）な
ど

の
生
命
科
学
の
基
礎
と
な
る
数
々
の
発
見
は40

年
間
続
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
高
性
能
で
は
あ

る
も
の
の
当
時
主
流
の「
単
レ
ン
ズ
顕
微
鏡
」
は
、

構
造
が
単
純
で
あ
る
も
の
の
大
変
見
づ
ら
い
こ

と
か
ら
、
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。17

世
紀
か
ら19

世
紀
初
め

に
か
け
て
は
、
顕
微
鏡
は
も
っ
ぱ
ら
貴
族
や
富

裕
階
級
ら
の
高
尚
な
趣
味
や
飾
り
物
の
対
象
と

し
て
の
需
要
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

 

【
以
降
次
号
に
続
き
ま
す
】 

 

 

 

同
様
に
顕
微
鏡
で「
組
織
（
そ
し
き
）
」
レ
ベ
ル

の
観
察
を
行
っ
た
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
然
哲

学
者
で
あ
る
「
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ク 

R
o
b
ert 

H
o
o
ke 

（16
3
5-

1
7
0
3

）
」
で
す
。
彼
は
当
時

発
明
さ
れ
た
ば
か
り
の
顕
微
鏡
で
コ
ル
ク
の

切
片
を
観
察
し
、
小
さ
な
部
屋
が
多
数
あ
る

の
を
発
見
し
ま
し
た
。
さ
ら
に1

6
6
5

年
に
発

刊
し
た「
顕
微
鏡
図
譜
（
け
ん
び
き
ょ
う
ず

ふ
）Micro

grap
h
ia

」
で
、
こ
れ
を
生
命
の
最
小

単
位
で
あ
る「cell

（
小
部
屋
の
意
味
）
」
と
名

付
け
ま
し
た(

左
中
図
参
照)
。
顕
微
鏡
を
使

用
し
て
細
菌
の
観
察
を
行
っ
た
の
は
、
オ
ラ
ン

ダ
の
商
人
で
あ
り
科
学
者
で
、
後
に「
微
生

物
学
の
父
」
と
も
称
せ
ら
れ
る 

 
「
ア
ン
ト
ー
ニ
・
フ
ァ
ン
・
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク 

A
n
to

n
ie 

van 

L
eeu

w
en

h
o
ek(1632-1723)

」で
す
。1683

年
に
、
彼
は
自
分
の
口
腔
内
の
歯
の
付
着 

Robert Hooke 

 （1635-1703） 

 

ロバート・フックの 

複式顕微鏡 

 
コルクのスケッチ 

 
Micrographia 

ロバート・フック 

アントーニ・ファン・レーウェンフック 
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